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第 3条 ある者に対 し複数の犯罪のために､または同一の犯罪に関与 し
た複数の者に対 し訴追が提起された場合､裁判所が別個の取扱いがより
適切と認めないときは､訴追は一つの手続において取 り扱われなければな
























































(1067) 新訳 ･スウェーデン訴訟手続法 (民事訴訟法･刑事訴訟法)- (2･完) 49














































































































(1063) 新訳 ･スウェーデン訴訟手続法 (民事訴訟法･刑事訴訟法)- (2･完) 53
第 17条 当事者が本口頭弁論の際従前示さなかった証拠を援用 しようと
するときは､彼は直ちに裁判所および相手方当事者に､証拠およびそれ
によって証明しようとする事項について通知 しなければならない｡





















54 神奈川法学第40巻第3号 2007年 (1062)



















































第 10条 立証がなされてから当事者は最終弁論を行 うことができる｡
56
(2005:683)
神奈川法学第40巻第 3号 2007年 (1060)
第 11条 本口頭弁論は不必要な中絶なしに､かつ可能な限り一連のもの
として遂行されなければならない｡






















(1059) 新訳 ･スウェーデン訴訟手続法 (民事訴訟法･刑事訴訟法)- (2･完) 57




















































(1057) 新訳 ･スウェーデン訴訟手続法 (民事訴訟法･刑事訴訟法)- (2･完) 59















































































第 9条 準備が集会の際に行われるべ く､かつ被告人が勾留されている
場合､特段の事情に基づきより長い延期が必要でないときは､集会は彼








第 10条 削除 (2005:683)



































































(1051) 新訳 ･スウェーデン訴訟手続法 (民事訴訟法･刑事訴訟法)- (2･完) 65





第 24条 私的訴追の際は､その他に第45章第 1条第 3項､第2条､第







































































68 神奈川法学第40巻第 3号 2007年 (1048)























第 9条 刑罰命令は被疑者が行為を自認 し､刑罰および特別の法効果な
らびに命令に記載された私的請求を受け入れる旨表明した書面に署名し､

























* 刑罰命令規則 (1970:60)によれば警察庁である (7条)｡
第 12条 検察官が以下各号の措置をとった後になされた承諾は効果を有












































第 17条 秩序罰金命令は､この命令を発 した警察官に関する情報ならび
に第6条第 2号､第3号および第 5号に関する情報を包含 しなければな




















第 49章 地方裁判所の判決および決定に対する上訴 *の権利について､








第 1条 地方裁判所の判決に対 しては､異なる定めがなければ上訴する
ことができる｡




















































または刑事事件において勾留､第 24章第 5条 aによる制限の許可､第
25章 ない し第 28条に係 る措置 もしくは刑法第 28章 による戒護
(omhえndatagande)事●に関する問題を審査 したとき､
7.補佐人もしくは弁護人に関する申請を棄却 し､または当事者が提







































































































第 50章 民事事件における判決に対する上訴について (本章は法律
1994:1034により変更された条文の文言および章名となった ;-)
第 1条 民事事件における地方裁判所の判決に対 し上訴 しようとする当
事者は､書面でこれをしか ナればならない｡書面は地方裁判所に提出し
(1037) 新訳 ･スウェーデン訴訟手続法 (民事訴訟法･刑事訴訟法)- (2･完) 79
なければならない｡書面は判決が告知された日から3週間内に裁判所に
到達 しなければならない｡(1994:1034)
第2条 当事者の一方が地方裁判所の判決に対 し上訴 したときは､相辛























80 神奈川法学第40巻第 3号 2007年 (1036)









第 6条 上訴を審査に取 り上げることに上訴が遅れて到達 したこと以外
の障害が存するときは､高等裁判所は直ちに上訴を却下することができ
る｡(1994:1034)












































































































































































































88 神奈川法学第40巻第3号 2007年 (1028)

















第 30条 削除 (1994:1034)
第 51章 刑事事件における判決に対する上訴について (本章は法律
1994:1034により変更された条文の文言および章名となった ;-)
第 1条 刑事事件における地方裁判所の判決に対 し上訴 しようとする当
事者は､書面でこれをしなければならない｡書面は地方裁判所に提出し
なければならない｡書面は判決が告知された日から3週間内に裁判所に
到達しなければならない｡(1994:1034)
